












[要約」:現在の乳幼児の栄養給与にあたり、その指標となる基礎的資料が明確でない部分

があり、的確な情報が求められている。今回の研究では現在まで実施されている乳・幼児

の食物・栄養素摂取量調査のデータより、0、5 歳から 6 歳までの摂取量を、第五次改定

日本人の栄養所要量および 1500Kcal を対象とした食品構成と比較した結果、各年齢の所

要量に比しエネルギーを除き摂取過剰で、特にたんぱく質や脂肪 E比、および、コレステ

ロールの摂取量が高いことが憂慮された。


